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月刊 サンエスウォッチング Vol.94

● 次回、月刊サンエスウォッチング Vol.95 は 2026 年 5月15日（金）の配信予定です。
TOKYO SAN-ESU CO.,LTD.

【 スルーアクスルを有効に活用する 】 ～ロードレースシーンで頑張る
　若い選手たちをOnebyESUで応援～

【 クラシックなクイックリリーズ 】

OnebyESUのスルーアクスル製品は6066アルミ材 T6（熱処理）を使用
しています。密度と硬度の高い 6066は 6000 系で最高レベルの強度を
持ちながら軽量に仕上げられるので、航空宇宙界にも多用されます。
フレームと車輪を繋ぐ重要なポイントであるからこその採用でした。
▶2年前、加工も難しい同製品の両先端内部にネジ切りを設けてボルトを
付属させ、ダボとして活用できないかと工場に相談し、歳月経ってようやく
発売となったのが「ダボ付きスルーアクスル（フロント&リア）」です。
▶スマートに取り付け物を収めることに拘り、形状はシンプルでありながら
キャリア・フェンダー・各種ホルダーなどを装着するダボとしての役割を安
全に果たしてくれます。

今や伝統的なスタイルとなりつつあるクイッ
クレバー。シャフトはスチールでレバーは肉
抜きというトラディショナル。このような製
品を新商品として販売する当社は、古風で
ありながら現代の要望を具現化しています。

OnebyESU製品のコックピットはオリンピックなど2008 年頃から檜舞台
で使用されていますが、ここではOnebyESUが応援する若いチームと選
手を4月4日開催の JBCF 真岡芳賀ロードレースの写真からご紹介。

AVENIR CYCLING YAMANASHI（アヴニールサイクリング山梨）
鈴木来人

▲フェンダーステーも
シンプルに装着されて
います

▲ディズナ クラウド
キャリア（Vol.22 掲載）
をスマートに装着

▲▶ダボ用ボルトを外した際には、通常のスルー
アクスルとしても全く違和感なく使用できる

▲M5の首下20mmで4mmアー
レンキータイプのボルトと1mm
ワッシャー

▲スルーアクスルは通常の 6mm
アーレンキーを使用しピッチは前
後とも1.5

▲グランジ レンジャー
キャリア（Vol.83 掲載）
をスマートに装着

▲フレームはJFF#901、
見た目スッキリで何に接
続されているのかわか
らない雰囲気

◀強靭な 6066-T6 の
本体は無垢のまま外径
をシェイプアップしボ
ルト入れて前後の合計
100g 以下

▶世界のレースで活躍する選手の育成やサ
イクル王国山梨実現を目指す同チームには
「OnebyESU-ICV」シクロクロス（CX）で活
躍する「鈴木 来人」選手が、ロード＆MTB
で所属し今年はロードもフル参戦しています。

▶きっかけは、3年程前に当社が運営するSAN-ESU BASE 羽根倉通り
の「KURU」に来店した小柄な「佐藤 光」選手が、製品を触れるスペース「UX」
で多くのハンドルの中から気に入った「ジェイカーボン マホラ」を見つけ愛
用し始めたことから。後に光選手がスネルチームに加わったことでチーム
内に認知され全選手がOnebyESUを使用することになったというもの。
▶選手には小柄なライダーも多く、多種競技に参戦する選手もおり、体
格などにより適した機材が求められ、選手に応じてステム /ハンドル数種
類のOnebyESU 製品（省略名）「マホラ・グランモンローSLi・ネクスト
VDS・グランベース /ブレンドステム・77ステム・スージー系ステム」を
使用しています。特にハンドルは、各部分のサイズ感や感触で支持を受け
ているところもあって、選手たちは製品からも飛躍のきっかけを掴んでくれ
たら本望です。

Team Cyclers SNEL（チーム サイクラーズ スネル）
▷https://www.teamcyclers-bicycle.com/team

▶企業母体でデュアルキャリアを目指す選
手をサポートする2024 年スタートの若い
チームです。今年度からステム /ハンドルに
OnebyESU 製品がセットされています。選
手全員がOnebyESUカーボンハンドルを使
用する初めてのロード系チームとなります。

▲右車ネクストVDS、左車マ
ホラ、フレームはブリヂストン

▷https://avenir-cycling.jp

▶来人選手、CXでの使用は「ジェイカーボンマホラ」と「ブレンドステム」
ですが、ロードでは「ジェイカーボンネクストVDS」と「カーボンスージー
ステム」などを使用しています。フレームはCOLNAGOです。CX&MTB
プレイヤーとして持ち前のテクニックを活かしチームに貢献しています。

◀アップ中の鈴木来人選手

Jプロツアーをメインに各地のレースに参戦しますので、
両チームの応援宜しくお願いします。

▶寸前のフロントブレーキ
コントロール

▲アップする選手達の中、
右端が佐藤光選手、

▲雨中奮闘する選手達、
ホイールはマビック

▲後輪用は130mmと135mmも備えています

▲何か安心な雰囲気を醸し出すレトロ感


